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全
国
に
は
百
歳
以
上
の
高
齢
者
が
二
万
人
以
上
い
ま
す
。
過
去
二
十
年
間
に
百
歳
老
人
の
数
は
十

五
倍
に
ふ
え
ま
し
た
。
人
間
の
最
大
寿
命
は
百
二
十
年
だ
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
夢
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
貝
原
益
軒
も
「
養
生
訓
」
の
中
で
「
生
ま
れ
つ
き
の
寿
命
は
長
い
。
生
ま
れ
つ

き
短
命
と
い
う
人
は
少
な
い
。」
と
い
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に｢
生
ま
れ
つ
き
元
気
で
も
養
生
せ
ず
に

無
理
を
す
れ
ば
、
与
え
ら
れ
た
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
逆
に
病
弱
で
も
養
生
の
術
を
守

れ
ば
長
生
き
で
き
る
も
の
だ
。」
と
諭
し
て
い
ま
す
。 

 

百
歳
以
上
の
方
（
百
寿
歳
）
で
都
内
在
住
の
五
百
十
人
の
健
康
調
査
を
し
た
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
の
広
瀬
信
義
先
生
が
興
味
あ
る
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
々
は
、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ

る
二
十
一
世
紀
の
国
民
病
と
も
い
わ
れ
る
糖
尿
病
の
罹
患
率
が
著
し
く
低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
合
併
症
を
誘
発
す
る
糖
尿
病
の
大
半
は
暴
飲
暴
食
、
運
動
不
足
な
ど
の
不
摂
生
に
よ
っ
て
発

症
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
養
生
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
健
康
長
寿
へ
の
道
が
拓
け
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
。 

 

一
般
に
女
性
は
男
性
よ
り
も
長
生
き
だ
が
、百
寿
者
で
も
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
長
生
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
女
性
の
百
寿
者
は
男
性
よ
り
も
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ)

や
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る

人
が
多
い
と
の
事
。
そ
の
理
由
は
骨
折
の
既
往
歴
が
関
係
す
る
と
と
も
に
、
骨
粗
鬆
症
に
な
り
や
す

く
、
骨
折
の
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
と
思
え
る
。
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
骨
折
は
寝
た
き
り

の
原
因
に
な
り
や
す
く
、
又
、
認
知
機
能
の
障
害
を
も
招
き
や
す
い
。
そ
れ
で
も
、
逆
境
に
め
げ
ず

生
き
抜
く
女
性
は
や
は
り
強
い
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
広
瀬
先
生
は
付

け
加
え
て
、
百
寿
者
の
健
康
状
態
を
調
べ
る
と
、
必
ず
し
も
心
身
と
も
に
健
康
と
い
う

わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
瀬
先
生
が
聞
き
取
り
調
査
を

行
う
と
「
今
が
幸
せ
」
と
答
え
る
人
が
多
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
人
間
も
百
歳
を

越
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
身
体
は
衰
え
、
日
常
の
生
活
も
不
自
由
に
な
る
。
そ
う
し
た

現
実
を
受
け
入
れ
、
そ
の
上
で
家
族
の
温
か
い
介
護
が
あ
る
か
ら
、
も
の
ご
と
を
楽
天

的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

 

百
寿
者
は
、
自
ら
の
機
能
低
下
を
受
け
入
れ
、
家
族
も
納
得
し
た
う
え
で
介
護
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
理
想
的
な
家
族
が
す
べ
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
多

く
の
家
庭
が
、
百
寿
者
が
い
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
、
互
い
に
い
た
わ
り
あ
う
気
持
ち
が

芽
生
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
康
長
寿
は
、
単
に
病
気
で
な
い
と
い
う

だ
け
で
は
達
成
さ
れ
な
い
。
本
人
の
性
格
や
考
え
方
、
家
族
と
の
人
間
関
係
も
健
康
で

長
生
き
す
る
極
め
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。 

職
員
へ
の
お
願
い
と
し
て
、
望
洋
荘
に
住
む
長
寿
者
に
家
族
と
同
様
、
家
族
の
一
員

に
な
っ
た
つ
も
り
で
温
か
い
愛
情
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。 

             

第 ２ ４ 号 

平成 1７年 

１１月発行 

骨粗鬆症の予防 
①食事 
● カルシウム…骨粗しょう症予防には８００ｍｇ/日

以上とりましょう。乳製品がお勧めです。ほかの
食品より吸収率が大変優れています。 

● ビタミンＤ…カルシウムの吸収を助けます。魚や
肉の肝臓、バター、卵黄がお勧めです。 

その他適量のマグネシウム、たんぱく質も大切
です。骨の材料になります。過剰なリン（インスタ
ント食品、清涼飲料水など）、ナトリウム（塩分）摂
取には注意してください。カルシウムの排泄を促
進します。アルコールの取りすぎ、喫煙もカルシ
ウムの吸収を悪くします。 

②運動 
● 骨粗鬆症の方には歩行（ウォーキング）がもっ

とも安全で簡便な運動負荷です。汗ばむくらい
の速さで、毎日最低２０分くらい歩くのがよいで
しょう。 

● 思春期の方などは、骨に力がかかる運動（バ
スケットボール、バレーボールなど）をすると骨
量をよく増加させます。 

③日光浴 
● カルシウムの吸収を助けてくれるビタミンＤ

は、日光浴で作られます。日光の紫外線を浴
びると、皮膚内のプロビタミンＤ（コレステロール
の一種）という物質がビタミンＤに変化します。
木漏れ日程度の日差しで十分なので、散歩な
ど外に出る習慣をつけましょう。 
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十
一
月
十
三
日
（日
）午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
、
望
洋
荘
秋
祭
り
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
望
洋
荘
の
裏
山
に
あ
る
大
山
衹
神
社
の
祭
礼
を
行
い
、
神
主
様
に
よ
る
御
祓
い
の

後
、
理
事
長
を
は
じ
め
豊
間
区
長
、
森
林
組
合
の
皆
様
、
理
事
の
皆
様
の
順
に
、
無
病
息
災
を

祈
願
し
て
、
玉
串
を
奉
奠
し
ま
し
た
。 

 

秋
祭
り
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
・日
本
舞
踊
・バ
ン
ド
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
余
興
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
き
、
ま
た
一
階
の
廊
下
に
設
置
さ
れ
た
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー
（
肉
ま

ん
・
あ
ん
ま
ん
、
綿
飴
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
豚
汁
、
ジ
ュ
ー

ス
・ビ
ー
ル
）ま
た
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
楽
し
ん
で
頂
け
た
よ
う
で
す
。 

                  

   

十
一
月
十
五
日
（火
）午
前
入
居
者
様
に
紅
葉
を
見
て
、
季
節
の
変
化
を
感
じ
て
頂
き
た
い

と
湯
の
岳
パ
ノ
ラ
マ
に
出
か
け
ま
し
た
。 

              

十
一
月
二
五
日
（金
）午
後
よ
り
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
出
掛
け
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見

学
し
て
、
買
い
物
を
し
て
、
当
日
開
催
さ
れ
て
い
た
『洋
ら
ん
展
』で
は
、
様
々
な
種
類
の
洋
ら
ん

に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

          

「
第
二
回
望
洋
荘
秋
祭
り
」 

「
湯
の
岳
紅
葉
観
光
」
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
お
出
掛
け
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 



むかし家 今松師匠  
（第 39回いわき寄席 H8.2.21）  
コップ酒 
どちらも馬鹿に 

なりきれず 

むかし家 今松師匠  
（第 39回いわき寄席 H8.2.21）  
 
万物の長も 

自然の掌 

古今亭 菊丸師匠  
（第 14回いわき寄席 H3.10.29） 

 

三代目 古今亭 菊丸 

林家 福治師匠  
（第 30回いわき寄席 H7.12.21） 
 

    寿 限 無 

吉原 朝馬師匠  
（第 88回いわき寄席 H16.9.13） 
 

芸にとりくみ 
      藝に遊ぶ 

吉原 朝馬師匠  
（第 88回いわき寄席 H16.9.13） 
笑う人 

  この世の中を 
       長く生き 
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 先

月
号
に
引
き
続
き
、
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し

ま
す
。
今
月
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
師
匠
そ
れ
ぞ
れ
個

性
の
あ
る
文
字
ま
た
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
、
書
か
れ
て

い
る
言
葉
に
も
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
も
し
時
間
が
あ
れ

ば
調
べ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
。 

 

む
か
し
家 

今
松
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
三
九
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
八
年
二
月
二
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

親
子
酒
・
開
帳
の
雪
隠
・
冨
久 

                  

 

古
今
亭 

菊
丸
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
十
四
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
三
年
一
〇
月
二
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

金
明
竹
・
辰
巳
の
辻
占
・
愛
宕
山 

○
第
四
二
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
八
年
八
月
一
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

鰻
屋
・
そ
ば
清
・
酢
豆
腐 

            
林
家 
福
治
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
三
〇
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
七
年
十
二
月
二
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

転
失
気 

         

吉
原 

朝
馬
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
八
八
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
六
年
九
月
一
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

錦
の
袈
裟
・
六
尺
棒
・
く
も
駕
籠 

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
③ 

医療法人あさうら会 

須 田  医 院 

ホームページのご案内 

http://www.iwaki.or.jp/ s̃uda/ 

“笑い”と健康にて、 

平成 12 年 11 月 20 日開催 

｢第６５回記念 いわき寄席｣ 

より｢第９５回 いわき寄席｣ま

での生の落語が一部ご覧に

なれます。その他に、次回の

いわき寄席のご案内など随

時掲載しておりますので、是

非一度須田医院のホームペ

ージにアクセスして見て下さ

い。 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介

＆
コ
メ
ン
ト
集 
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介
護
士 

大
森 

健
司 

  

私
が
望
洋
荘
へ
入
社
し
て
五
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
介
護

の
仕
事
は
初
め
て
で
あ
り
、
最
初
は
自
分
に
務
ま
る
の
か
不

安
で
し
た
が
、
先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
と
、
入
居
者
の
皆
様

の
笑
顔
に
支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
れ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
入
居
者
の
皆
様
が
ず
っ
と
笑
顔
で
過
ご
せ
る
様

に
努
め
て
行
き
ま
す
。 

そ
し
て
自
分
自
身
も
常
に
笑
顔
で
入
居
者
様
に
接
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

介
護
士 

多
田 

知
生 

  

八
月
に
入
社
し
て
、
三
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
や
っ
と
入

居
者
の
皆
様
に
少
し
づ
つ
名
前
を
覚
え
て
頂
き
、
色
々
な
話

が
出
来
る
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
初
心
を
忘
れ
ず

に
入
居
者
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
人
を
大
切
に
し
て
入
居
者

様
が
や
り
た
い
事
が
出
来
る
環
境
を
作
り
、
一
緒
に
関
わ
り

な
が
ら
日
々
学
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
知

識
や
経
験
も
未
熟
な
私
で
す
が
、
入
居
者
の
皆
様
や
ご
家
族

の
皆
様
と
よ
り
よ
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
行
け
る
様
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

『望
洋
荘
』の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月
は
先

月
に
引
き
続
き
、
地
下
一
階
「久
之
浜
・波
立
海
岸
通
り
」で
す
。

今
月
は
そ
の
中
の
厨
房
室
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

厨
房
室
で
は
、
毎
日
、
朝
食
の
準
備
を
五
時
に
開
始
し
て
、
夕

食
の
片
付
け
は
夜
八
時
迄
か
か
り
ま
す
。
そ
の
勤
務
を
九
名
職

員
が
早
番
・中
番
・遅
番
の
三
交
代
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

                      
望
洋
荘
の
食
生
活 

朝
食･

･･

七
時
三
〇
分 

 

午
前
お
や
つ･･

･

十
時
〇
〇
分 

昼
食･

･･

十
二
時
〇
〇
分 

午
後
お
や
つ･･

･

三
時
〇
〇
分 

 

夕
食･･･

六
時
〇
〇
分 

 

合
計
五
回
の
配
膳
が
あ
り
、
一
日
当
り
一
六
〇
〇
㌔
カ
ロ

リ
ー
と
な
り
ま
す
。 

                        

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

 

厨
房
室
へ
は
、
正
面
玄
関
を
入
り
直
ぐ
右
へ
曲
が
り
奥
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
前
を
通
っ
て
突
き
当
た
り
の
階
段
を
地
下
に
下
が

り
左
に
曲
が
っ
て
突
き
当
た
り
に
あ
り
ま
す
。
厨
房
室
の
中
に

は
厨
房
（調
理
室
）の
他
に
厨
房
事
務
室
、
下
処
理
場
（野
菜
な

ど
洗
浄
・皮
む
き
・切
込
み
ま
で
は
こ
こ
で
作
業
し
ま
す
）
、
食

品
庫
、
ト
イ
レ
及
び
休
憩
室
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
施
設
の
厨
房
業
務
は
、
富
士
産
業
株
式
会
社
さ
ん
に
委

託
し
、
毎
日
約
九
〇
人
分
の
食
事
を
調
理
を
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。
早
朝
、
ま
だ
日
も
昇
ら
な
い
内
か
ら
早
番
ス
タ
ッ
フ
が
朝
食

の
支
度
を
開
始
し
ま
す
。
厨
房
か
ら
は
、
毎
日
食
器
を
片
付
け

る
音
や
包
丁
で
食
品
を
刻
む
音
等
が
聞
こ
え
ま
す
。 

『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
一
〇
話 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 


